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１．現状ー 標本数 
北海道大学総合博物館 

The Hokkaido University Museum, Sapporo, Japan 



Specimens of Terrestrial plant (SAPA) 

400,000 specimens (323 types) 



Specimens of Mushroom (SAPA) 

170,000 specimens 



Specimens of Sea weed (SAP) 

140,000 specimens (350 types) 



Specimens of Insect (SEHU) 

2 million specimens (10,000 types) 



Specimens of Invertebrate 

2,425 specimens (700 types) 



Fisheries Science Center,  
the Hokkaido University Museum, Hakodate 



Specimens of Fish (ZIHU) 

190,000 specimens (800 types) 



Specimens of Mineral & Rock 

71,350 specimens (10 types) 



Specimens of Fossil 

20,000 specimens (700 types) 



Specimens of Archeology 

30,000 specimens 



4.5 million items in Hokkaido Univ. 
3 million items in HoUM 

Collection name No. specimens types 

Terrestrial plant 
(SAPS) 

400,000 323 

Mushroom (SAPA) 170,000 

Sea weed (SAP) 140,000 350 

Insect (SEHU) 2,000,000 10,000 

Fish (ZIHU) 190,000 800 

Invertebrate  2,425 700 

Fossil 20,000 700 

Mineral & Rock 71,350 10 

Archeology 30,000 

Total 3,023,775 12,863 



Exhibition  



Exhibition  



Seminor,  
parataxonomist coures 



Seminor,  
parataxonomist coures 



Backyard  
tours 

(outreach) 



北大総合博物館・登録標本サイト 



公開データベース（総合博物館web） 

• 【標本関連ＤＢ】 
• 北海道大学昆虫学教室・総合博物館所蔵タイプ標本DB【休止中】 
• 中根猛彦コレクション：甲虫類タイプ標本DB【休止中】 
• エンマムシDB 
• ICタグ×昆虫標本DB 
• 陸上植物タイプ標本DB 

– ３６点 樺太産タイプ標本 

• 海藻標本DB 
• 魚類標本DB ＞Fish database of Japan 
• 化石標本DB 
• 鉱物標本DB 
• 地質標本・現象DB 
• カムチャツカ金属資源DB 
• 考古学資料検索システムDB 

 
• 【リエゾンDB】 
• 苫小牧生命情報DB(昆虫）【休止中】 
• 北東ユーラシア資料統合ＤＢ（植物・鉱物・考古） 



Specimens database 



組織 ３００万点の学術標本を整
理・管理・活用するために
適正な配置人数は？ 
 
そのうち昆虫は２００万点。 



研究部 

平成27（2015）年度 
 ○資料基礎研究系 

 教  授  高橋 英樹 (植物体系学) 

 教 授  大原 昌宏 (昆虫体系学) 

 講 師  阿部 剛史 (海藻分類学) 

 助 教  河合 俊郎 (魚類分類学) 

○資料開発研究系 

 准教授  小林 快次 (古生物学) 

 准教授  山本 順司 (地球科学) 

 講 師  江田 真毅 (考古学) 

○博物館教育・メディア研究系 

 准教授  湯浅 万紀子(博物館教育学) 

 助 教  山下 俊介(映像資料学)  

昆虫担当 
１人 

７人 



資料部研究員 

平成26（2014）年度 
 大学院文学研究科 教授    佐々木  亨 

大学院文学研究科  助教    高倉  純 
大学院文学研究科  助教    守屋  豊人 
大学院理学研究院  教授    中川  光弘 
大学院理学研究院  教授    堀口  健雄 
大学院理学研究院  准教授   小亀  一弘 
大学院理学研究院  教授    増田  隆一 
大学院理学研究院  准教授   沢田  健 
大学院理学研究院  准教授   柁原  宏 
大学院工学研究院  助教    池上  重康 
大学院工学研究院 助教   小野  修司 
大学院薬学研究院  技術職員    乙黒 聡子 
大学院農学研究院 教授   近藤  誠司 
大学院農学研究院 教授       佐野 雄三 
大学院農学研究院 助教   宮本  敏澄 
大学院農学研究院 准教授  吉澤  和徳 
大学院獣医学研究科 教授    片倉 賢 
大学院水産科学研究院准教授   今村  央 
大学院地球環境科学研究院 教授    大原  雅 
北方生物圏フィールド科学センター  助教   東    隆行 
北方生物圏フィールド科学センター 准教授   四ツ倉典滋 
創成研究機構  准教授      Gautam Pitambar 

アイヌ・先住民研究センター 教授   加藤  博文 
北海道教育大学   教授    高久  元 
帯広百年記念館  学芸調査員  持田  誠 
千歳科学技術大学 教授       下村 政嗣 
国立科学博物館 研究員       谷亀 高広 
 

北海道大学    名誉教授 小笠原正明 
北海道大学    名誉教授 片倉  晴雄 
北海道大学    名誉教授 諏訪  正明 
北海道大学    名誉教授 戸田  正憲 
北海道大学    名誉教授 仲谷  一宏 
北海道大学    名誉教授 藤田  正一 
北海道大学    名誉教授 増田  道夫 
北海道大学    名誉教授 松枝  大治 
北海道大学    名誉教授 馬渡  駿介 
本学退職教員        天野  哲也 
本学退職教員        在田  一則 
本学退職教員         高井  宗宏 
本学退職教員         新井田清信 
本学退職教員         春木  雅寛 
総合博物館         石川 満寿夫 
総合博物館          伊藤  誠夫 
総合博物館          稲荷  尚記 
総合博物館         越前谷宏紀 
総合博物館         岡田  大岬 
総合博物館         小野 裕子 
水産科学館         冨田 武照 

約50名 

4人 
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【昆虫学】 



北海道大学（札幌農学校） 

初代 昆虫学教室教授 

 

松村松年 教授 

Prof. Shonen MATSUMURA 

（1872-1960） 



後列左から：小熊捍、桑山茂、荒川重理 

前列左から：素木得一、松村松年、岡本半次郎 

 





 



 



内田登一 渡辺千尚 





 



前列：河野廣道、内田登一、松村松年、渡辺千尚 







北大昆虫学の系譜（１） 

• 農学部昆虫学教室（現昆虫体系学研究室）など (1) 

• 松村松年（1895農学科卒：昆虫全般）北海道大学  

• 石田昌人（1897卒：アザミウマ目など）台湾総督府技師など  

• 素木得一（1906卒：バッタ目、ハエ目）台湾総督府、台北大学  

• 岡本半次郎（1907農学科卒：アミメカゲロウ目、チャタテムシ目）  

• 桑山 茂（1908卒：アミメカゲロウ目、トビケラ目）北海道大学  

• 小熊 捍（1911卒：トンボ目）北海道大学、のちに細胞遺伝学者  

• 桑山 覚（1917卒：アミメカゲロウ目、トビケラ目）農林省、酪農大学  

• 一色周知（1918卒：チョウ目、シリアゲムシ目）台北大学、大阪府立大学  

• 内田登一（1924卒：ハチ目）北海道大学  

• 高野秀三（1924卒：ハエ目）台湾糖業試験所、帯広畜産大学  

• 松下真幸（1926卒：コウチュウ目）  

• 河野広道（1927卒：コウチュウ目）北海道大学、のち北海道教育大学 



北大昆虫学の系譜（２） 

• 農学部昆虫学教室（現昆虫体系学研究室）など (2) 

• 三輪勇四郎（1927卒：コウチュウ目）台北大学、四日市市、三重県立博物館  

• 太田勇愛（1928卒：コウチュウ目）  

• 土井久作（1928卒：）  

• 藍野祐久（1930卒：コウチュウ目）農林省林業試験場  

• 渡辺千尚（1931卒：ハチ目）北海道大学  

• 加藤静夫（1932卒：ハエ目）農林省  

• 高橋弘（1939卒：ハエ目）北海道立衛生研究所  

• 西島浩（1942実科卒：ハエ目）農水省、帯広畜産大学  

• 中島敏夫（1945卒：コウチュウ目）北海道大学  

• 小杉孝蔵（1948卒：コウチュウ目）農林水産省  

• 坂上昭一（1948卒：ハチ目）北海道大学  

• 正木進三（1951卒：バッタ目）弘前大学  



左から：上条、西島、久万田、梅谷、桃井、高木、南部、渡辺、中島 1960年頃 



北大昆虫学の系譜（３） 

• 農学部昆虫学教室（現昆虫体系学研究室）など (3) 
• 梅谷献一（1956修卒：）農林省  
• 小西正泰（1956修卒：）北海三共  
• 高木貞夫（1955卒：セミ目）北海道大学  
• 久万田敏夫（1955卒：チョウ目）北海道大学  
• 奥 俊夫（1955卒：チョウ目）農林水産省  
• 桃井節也（1961博卒：ハチ目）神戸大学  
• 上条一昭（1955林学科卒：ハチ目）北海道立林業試験場  
• 上村 清（1963修卒：ハエ目）富山医科薬科大学  
• 宮城一郎（1966博士院卒：ハエ目）琉球大学  
• 堀 浩二（1958卒：カメムシ目）帯広畜産大学  
• 高田 肇（1963卒：ハチ目）京都府立大学  
• 久野五郎（1963卒：衛生昆虫）米国感染症研究所  
• 宮崎昌久（1964卒：セミ目）農林水産省  



北大昆虫学の系譜（４） 

• 農学部昆虫学教室（現昆虫体系学研究室）など (4) 
• 櫛下町鉦敏（1970博卒：ハチ目）鹿児島大学  

• 樋口広道（1971博卒：セミ目）栃木県立博物館  

• 諏訪正明（1966卒：ハエ目）北海道大学  

• 古茶武男（1967卒：ハエ目）農林水産省  

• 松沢（滝沢）春雄（1967卒：コウチュウ目）日本専売公社 



ガロア標本（寄贈・購入） 



ガロア標本（寄贈・購入） 

Edme Henri Gallois 

1878-1956 

フランス外交官（通訳官、総領事） 
 

ca1903-ca1931年 訪日し昆虫採集 

1918-1926年 再来日し昆虫採集 

1937- ? 

 

主として甲虫を採集 

 

松村が、ガロアより譲り受けた（ある
いは購入）と言われている。 



ガロア標本箱 



中根標本（寄贈） 

中根猛彦（1920-1999） 
 
甲虫研究者 
 

名大、西京大、科博、鹿大、宮
崎産業大で教鞭をとる 
 
甲虫類約20万点の寄贈 



北大所蔵の昆虫標本（概要） 

• 現在、総数約200万点に及ぶ。 

 

• 特に新種・新亜種・新型記載に用いられた標本が10,000点以
上も含まれており、学名決定の基準となるこれら「タイプ標
本」調査のため、現在も世界各国からの研究者の来訪が絶
えない。 

 

• また内外の主要な昆虫分類学研究機関への標本貸し出しも
頻繁であり、アジア地区の昆虫標本コレクションの拠点と
なっている。 



北大所蔵の昆虫標本（概要） 

• 近年では、極東アジア（千島列島国際調査）・東南アジア（イ
ンドネシア・マレーシア・フィリピン・台湾との共同調査）・南ア
ジア（80年代に行われたインド・ネパール生物調査）において
採集された膨大な標本群が新たに収蔵されている。 

 

• これらは分類群ごとに世界の研究者によって研究が進めら
れている最中であり、利活用率が極めて高い。 



北大所蔵の昆虫標本（概要） 

• また100年以上に渡る標本管理・保存の実績から、重要分類
標本の収蔵機関として評価が高く、国内の貴重な学術標本
の寄贈を受けることも多い（2000年には甲虫類標本「中根コ
レクション」20万点受入れ）。 

 

• これらコレクションの歴史と伝統、さらに近年の成長は、まさ
に日本の昆虫学・昆虫分類学そのものといえる。 

 

• 現在、昆虫標本は総合博物館と農学研究科に収蔵されてお
り共同で管理がなされている。 



タイプ標本 Matsumura’s type 



Syntype Parunassius everusmani daisetsuensis 

ウスバキチョウ （天然記念物） Described in １９２６ 
 
 

タイプ標本 Matsumura’s type 



タイプ標本 Matsumura’s type 

ブドウスカシバ 



タイプ標本 Nakane’s type 

キンイロジョウカイ 四国亜種 



Primary types of insect 
deposited in SEHU 

Insect orders No types 

Ephemeroptera 30 

Odonata 50 

Plecoptera 30 

Orthoptera 36 

Manotdea 2 

Blattodea 10 

Phasmatodea 9 

Psocoptera 20 

Hemiptera 1,100 

Neuroptera 50 

Coleoptera 1,700 

Diptera 385 

Trichoptera 30 

Lepidoptera 1,400 

Hymenoptera 2,020 

TOTAL 6,872 
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サンプルから標本収蔵、DB情報公開まで 

サンプル 
・野外から 
・購入 
・寄贈 

標本化 
・整形 

・ラベル付け 

分類群へ
ソーティング 

棚へ配架 

種同定 種同定 

データベース 
・情報入力 

データベース 
・ウェブ公開 
・GBIF提供 

コレクション
寄贈 

・コレクション
ラベル付け 



Unprocessed specimens (entomology) 

At 1925 (Taisho 14), the Insect 

specimens were collected in Musha, 

Taiwan 



The dipteran specimens are collected 

by Professor Masaaki SUWA In 

1980th, in Nepal. 

Unprocessed specimens (entomology) 



インドネシア・ジャワ島でのFIT (Flight 

Intercept Trap)を用いた採集 
（協力：丸山宗利、科博） 











整理された昆虫標本：まだ１／４。。。 













Web上での（タイプ）標本データ・画像の
公開 

• 【電子媒体情報】 

–標本情報（採集地など、３４項目） 

–画像（標本・ラベルなど、6点まで） 

–標本管理場所 → 【標本管理（位置）情
報】 

–関連文献情報 → 【紙媒体情報】 

 



10/5/2015 

文献：原記載 ラベル 
タイプ標本 標本カード 



【電子媒体】 

【紙媒体】原記載＋標本カード 

【標本管理情報】 
標本アドレス： 
 収蔵庫標本位置：キャビネット番号・箱番号 

標本コンディション 

ラベル付け・ 

登録・ 

撮影 



標本データベース『自然史系学術標本リスト』 



コウチュウ目のタイプ 

 
Nakane 

Nakane Collection   

 公開web: http://neosci-gw.museum.hokudai.ac.jp/html/Nakane/ 



コウチュウ目のタイプ 

 
Nakane 

Nakane Collection   

 公開web: http://neosci-gw.museum.hokudai.ac.jp/html/Nakane/ 



コウチュウ目のタイプ 

 
Nakane 

Nakane Collection   

 公開web: http://neosci-gw.museum.hokudai.ac.jp/html/Nakane/ 



コウチュウ目のタイプ 

 
Nakane 

Nakane Collection   

 公開web: http://neosci-gw.museum.hokudai.ac.jp/html/Nakane/ 



Specimens database 



2B エンマムシ科（コウチュウ目） 

 
概 要 

GBIF（2006-2010) 入力件数： 10,095件 

 Histerid beetles Collection (det. by Dr. M. Ôhara) 

  公開web: 未公開 

  件数： 10,095 

  内容： 大原昌宏が同定したコウチュウ目エンマムシ科標本のデータベース 

       タイプ標本については画像撮影 

 

  状況： エクセルファイルに保存 

       ローマ字地名を、日本語地名に読み下し中 





採集年と個体数 
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Histerid B. 



普通種と個体数 
（50標本以上） 

Histerid B. 



各県の個体数 
 

Histerid B. 



月別の個体数 
 

Histerid B. 



30年以上採集されていない種リスト 
 

Histerid B. 
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サンプルから標本収蔵、DB情報公開まで 

個別の問題 
 

【問題１】 標本化 学生・大学院生・教員が採集した膨大な標本が未標本状態であ
る。大正時代からの未作製標本がある。 
 
 

【問題２】 標本化 研究に適した標本の作製方法が有るため、むやみに作製を進
められない。 
 
 

【問題３】 分類群へソーティング 目・科レベルへのソーティングは、ボランティアレ
ベルで行えるが、それ以上のソーティングは、専門の学生・大学院生・教員が行う。
しかし、その作業に割ける時間は限られている。 
 
 

【問題４】 種同定 種までの同定を行うこと。同定ラベルをつけることは、ほぼ分類
学的（研究）作業と同義である。専門家しか行えない。 
 
 
 
 
 



サンプルから標本収蔵、DB情報公開まで 

個別の問題 
 

【問題５】 種同定・分類群へソーティング 古い標本については、同定ラベル、タイ
プラベルが付けられていないものでも、「シンタイプ」である可能性がある。むやみに
標本位置、配列を変えると大問題になる。限られた専門家しか行えない。 
 
 

【問題６】 種同定・分類群へソーティング 新しい標本で、チョウ、大型コウチュウに
ついては、種同定の作業は進めやすい。しかし、整理に伴う標本箱（＠７０００円）の
購入費が必要となる。 
 
 

【問題７】 種同定・分類群へソーティング 整理に伴い標本棚キャビネット（＠１０万
円）の購入費が必要となる。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



サンプルから標本収蔵、DB情報公開まで 

個別の問題 
 

【問題８】 寄贈標本・コレクションラベル付け 寄贈された標本は、寄贈コレクション
ラベルをつけてからの作業となる。人手が必要となる。 
 
 
【問題９】 ウェブ公開 SEの人手不足。以前のサイトは、Wiki-baseで作製したサイト

のため、脆弱性を指摘され、それ以降のシステムへ移行ができていない状態。現在
休止中。 
 
 
【問題１０】 全体 人手不足。院生、教員はDB作業を本業にしにくい。DBを専門とし
たとしても、修士課程で卒業（３年でいなくなる）。 
 
 
【問題１１】 全体 人手不足。ボランティアは、DB入力前の作業で手一杯。あるいは
レベル的に種同定は難しい。 
 



サンプルから標本収蔵、DB情報公開まで 

個別の問題 
 

【問題１２】 大学博物館特有 古い標本が膨大にあるため、維持するだけで精一杯。
専門性の高い、特殊な標本群が多い。例：ハエ、ハチ、微小甲虫。 
 
 

【問題１３】 大学特有 セルフィッシュな研究者が多いため、基礎的インフラである
DBへの貢献に積極的でない。 
 
 
【問題１４】 昆虫特有 種数が多すぎる。同定不可能。標本も多すぎる。 
 
 

【問題１５】 昆虫特有 所有タイプ数が多すぎる。貸し出し作業、訪問研究者対応で
膨大な時間が割かれる。 
 
 
 
 



話題 

1. 現状ー 標本数 

 

2. 現状ー コレクションマネージメント作業 

 

3. 問題ー マネージメントで発生する諸問題 

 

4. 問題解決法ー 個別の対応と、体制の改善 
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サンプルから標本収蔵、DB情報公開まで 

個別の問題 
 

【問題１】 標本化 学生・大学院生・教員が採集した膨大な標本が未標本状態であ
る。大正時代からの未作製標本がある。 パラタクソノミスト・ボランティアの協力 
 
 

【問題２】 標本化 研究に適した標本の作製方法が有るため、むやみに作製を進
められない。パラタクソノミスト・ボランティアの協力とレベルアップ 
 
 

【問題３】 分類群へソーティング 目・科レベルへのソーティングは、ボランティアレ
ベルで行えるが、それ以上のソーティングは、専門の学生・大学院生・教員が行う。
しかし、その作業に割ける時間は限られている。パラタクソノミスト・ボランティアの協
力 
 
 

【問題４】 種同定 種までの同定を行うこと。同定ラベルをつけることは、ほぼ分類
学的（研究）作業と同義である。専門家しか行えない。パラタクソノミスト・ボランティ
アの協力とレベルアップ。専門家の招聘。 
 



サンプルから標本収蔵、DB情報公開まで 

個別の問題 
 

【問題５】 種同定・分類群へソーティング 古い標本については、同定ラベル、タイ
プラベルが付けられていないものでも、「シンタイプ」である可能性がある。むやみに
標本位置、配列を変えると大問題になる。限られた専門家しか行えない。専門家の
招聘。 
 
 

【問題６】 種同定・分類群へソーティング 新しい標本で、チョウ、大型コウチュウに
ついては、種同定の作業は進めやすい。しかし、整理に伴う標本箱（＠７０００円）の
購入費が必要となる。外部資金の獲得。 
 
 

【問題７】 種同定・分類群へソーティング 整理に伴い標本棚キャビネット（＠１０万
円）の購入費が必要となる。外部資金の獲得。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



サンプルから標本収蔵、DB情報公開まで 

個別の問題 
 

【問題８】 寄贈標本・コレクションラベル付け 寄贈された標本は、寄贈コレクション
ラベルをつけてからの作業となる。人手が必要となる。パラタクソノミスト・ボランティ
アの協力。 
 
 
【問題９】 ウェブ公開 SEの人手不足。以前のサイトは、Wiki-baseで作製したサイト

のため、脆弱性を指摘され、それ以降のシステムへ移行ができていない状態。現在
休止中。SEボランティアの協力。 
 
 
【問題１０】 全体 人手不足。院生、教員はDB作業を本業にしにくい。DBを専門とし

たとしても、修士課程で卒業（３年でいなくなる）。パラタクソノミスト・ボランティアの
協力。 
 
 
【問題１１】 全体 人手不足。ボランティアは、DB入力前の作業で手一杯。あるいは
レベル的に種同定は難しい。パラタクソノミスト・ボランティアの協力とレベルアップ。 
 



サンプルから標本収蔵、DB情報公開まで 

個別の問題 
 

【問題１２】 大学博物館特有 古い標本が膨大にあるため、維持するだけで精一杯。
専門性の高い、特殊な標本群が多い。例：ハエ、ハチ、微小甲虫。院生の勧誘 
 
 

【問題１３】 大学特有 セルフィッシュな研究者が多いため、基礎的インフラである
DBへの貢献に積極的でない。業績化：データペーパーの活用 
 
 
【問題１４】 昆虫特有 種数が多すぎる。同定不可能。標本も多すぎる。あぁ。。 
 
 

【問題１５】 昆虫特有 所有タイプ数が多すぎる。貸し出し作業、訪問研究者対応で
膨大な時間が割かれる。うぅ。。 
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教員 

学生・院生 学生・院生 学生・院生 



話題 

1. 現状ー 標本数 

 

2. 現状ー コレクションマネージメント作業 

 

3. 問題ー マネージメントで発生する諸問題 

 

4. 問題解決法ー 個別の対応と、体制の改善 
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